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高性能林業機械による搬出間伐の状況

作業条件等から素材生産コストを予測するシステムを作成することを目的に、

県内各地で高性能林業機械による搬出間伐のビデオ観測調査を行っています．
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研 究 紹 介

●はじめに

林業研究所では塗装を施すことで木材に紫外線が

吸収されるのを防ぎ，色変化を抑えることができる

方法について検討しています．

前報（第8号）では，紫外線による木材の色変化

を測定する方法や，屋内暴露試験について紹介しま

した．しかし，太陽光によって木材を大きく色変化

させるためには時間がかかることから，効率よく試

験を行うために，紫外線ランプによる促進試験を

行っています．紫外線ランプと太陽光では，含まれ

る紫外線の波長が異なるため，実際の変化を再現す

ることは難しいのですが，おおよその見当をつける

ことができます．

●紫外線促進試験

促進試験には，床用の内装材として加工された尾

鷲ヒノキ材を使い，二液型ウレタンのクリア塗装を

施しました．下塗りおよび上塗り工程で紫外線吸収

剤をそれぞれ１％添加し，石英ガラスを通して積算

紫外線量で6mW/cm2hの紫外線を照射しました．

色差(ΔE*)の評価は，0 ～ 0.4：識別限界レベル，

0.4 ～ 3.2：一般的には同じ色だと思われるレベル，

3.2 ～ 6.5：印象レベルでは同じ色として扱える範

囲，6.5 ～ 13.0：色がきわめて著しく異なる，13以

上：別の色のイメージ，ともいわれており，上塗り

工程に紫外線吸収剤を添加したものが，今回の条

件では黄色化（Δb＊の増加）を抑えることができ，

全体の色変化を抑えることができました．

●屋内暴露試験の経過

前報のとおり，塗装したヒノキは窓際に1カ月ほ

どおいて変色を観察した場合，材色に大きな変化が

見られませんでしたが，3カ月ほど経過すると段々

と変化がみられるようになりました．

どのサンプルも黄色化が進み，無処理と自然塗料

は色差(ΔE*)が10を超える結果となりました．し

かし，自然塗料は，紫外線が当たらなくても酸化重

合反応によって色変化がおきるため，木地の塗装し

た部分が全体に黄色化しました．このため，元の材

からは大きく色変化しているのですが，日光による

日焼けは逆に目立ちにくくなりました．

さらに時間が経過し，1年経過した現在の状態は

赤色化（Δa*の増加）と明るさ（ΔL*）の低下が

進み，色差もさらに広がっており（11 ～ 18以上），

太陽光による色変化は長期間にわたって進行するこ

とがわかります．この後の経過についても，観察す

る予定です．

 （林産研究課 中山伸吾）
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紫外線による木材の色の変化について（２）

写真-1．紫外線促進試験の様子

写真-2．太陽光による材色の変化

表-1．紫外線促進試験による材色の変化
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●はじめに

スギ花粉によるアレルギー症が社会的に問題に

なっており，森林総合研究所と都道府県が連携して

林業面からの取り組みとして花粉をわずかしか着け

ないスギ，ヒノキの開発が進められてきました．平

成20年度までに雄花の着生が認められないか，き

わめて僅かである「花粉の少ないスギ品種」として

135品種が開発されています．

三重県においても，花粉の少ないスギの種子生産

に取り組むことになり，平成20年度から林業研究

所において採種園造成を開始しました．

●ミニチュア採種園での少花粉スギ種子の生産

本県は，ミニチュア採種園方式を取り入れまし

た．この方式は，接ぎ木増殖された苗木を1.2ｍ間

隔で植栽し，樹高1.2m程度にほぼ10年間剪定管理

していくもので，ジベレリン処理により着花させて

種子を得るというものです．この方式によると採種

園の造成規模が小さくて済むこと，休閑苗畑を使用

できることなどのメリットがあります．開発されて

いる少花粉スギ品種の中には，三重県産のものはな

いないため，導入した12品種はすべて県外産精英

樹クローンです．

一昨年夏にジベレリン100ppm液を3回散布して

着花させた雌花に交配袋を設置し，昨年2月下旬か

ら3回にわたって花粉を人工接種しました．

途中，球果をカメムシ類の吸汁害から守るため交

配袋を網袋に取り替え，昨年10月下旬に球果を採

取し、初めての種子生産を行いました．雄花を多く

着ける普通のスギ花粉が混じらないように，少花粉

品種間での人工交配を実施したため，得られた種子

(発芽率45％ )は130ｇでした．今春，この種子を

播いて展示用苗木をつくり，構内に植栽したいと考

えています．

また，普通のスギと同様に雄花を着けるものの花

粉を一切放出しない「無花粉スギ」も２品種が創り

出され，「爽春（そうしゅん）」，「スギ三重不稔(関

西)1号」と名付けられています．「スギ三重不稔(関

西)1号」は三重県の精英樹から発見されたもので，

ジベレリンによる着果促進処理を行っても雄花は着

くものの花粉がまったく形成されないスギです．雌

花は普通に着くので，他の品種の花粉で受精し球果

ができます．林業研究所では，この無花粉スギの雌

花に少花粉スギの花粉を接種して，さらに花粉の少

ないスギの開発も検討しています．

三重県で採取された「花粉の少ないスギ種子」の

配布を希望される方は，県庁農林水産部治山林道課

(TEL：059-224-2573)までご連絡ください．

 （森林環境研究課 奧田清貴）
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ニ ュ ー ス

花粉の少ないスギを植栽してみませんか

写真-1．飛散するスギ花粉

写真-2．少花粉スギのミニチュア採種園

写真-3．人工交配での花粉接種
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県内の集約化施業団地（がんばる団地）の搬出間

伐における作業システムについて調査したところ，

高性能林業機械を使った多様なシステムがみられ，

主に集材行程は３つに区分されました．

車両系 ； グラップルやウインチ単引きで木寄集

材した材をフォワーダ等車両系機械で

集搬．

複合系 ； 架線系機械と車両系機械を 1 つの作

業システム内で使用するもの．

木寄系 ； 木寄集材した材を山土場ではなく直接

市場まで運搬．

写真は車両系作業システムの例です．傾斜や路網

密度，山土場の配置などの諸条件により、最も適し

た作業システムが選択されています．

これらの作業システムの使用機械毎に時間観測調

査を行い，生産性と生産性規定要因との関係を明ら

かにします．それをもとに，現場条件から生産性の

高い作業システムを選択できる，収穫コスト予測シ

ステムの開発に取り組んでいます．

 （森林環境研究課 野村久子）
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